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1981年 兵庫県生まれ
2006年 京都市立芸術大学大学院美術研究科修士課程絵画専攻油画修了
2017年 博士（美術）（京都市立芸術大学）

「足りなさ」という観点から、〈欠如〉を孕む作品を制作している。本展では「現代の日本の家」をモチーフとする
インスタレーション作品のほか、「足りなさ」をひとまとまりの構造物に落とし込む「Frames」シリーズを出品。

【主な個展】

2013年 TWS-Emerging 206 「Blind Place」、トーキョーワンダーサイト本郷、東京
2015年 「ブランクの住空間」、Gallery PARC、京都
2018年 「モデルハウス」、京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA、京都
2018年 「抽象住宅- ワンルーム-」、ギャラリー恵風、京都
2019年 「ホーム・スイート・ホーム」、MEDIA SHOP gallery 2、京都

【主なグループ展】

2013年 「kyoto studio」、京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA、京都
2014年 「はならぁと こあ」ならきたまちエリア「在り処をみる」、工場跡、奈良
2016年 「TEMPEL/MATERIAL」、大徳寺黄梅院、京都
2021年 セイアンアーツアテンション14 「Re:Home」、成安造形大学 【キャンパスが美術館】、滋賀
2022年 「連続するプロジェクト／インスタレーションを所有する」、BnA Alter Museum 、京都
2023年 「zu Hause 自宅と承認」、デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）ギャラリーC、兵庫
2023年 「ミニマル美術」、KUNST ARZT、京都
2023年 「outside and the inside 7－眺めのままに」、Ogallery eyes、大阪

松井沙都子 | Satoko Matsui

1988年 熊本県生まれ
2008年 京都嵯峨芸術大学短期大学部 （現 : 嵯峨美術短期大学) 卒業
2023年 ポーラ美術振興財団在外研修員としてフランスにて研修

「線」「影」「無意識」「地」など捉えどころのない事物を主題とし、それらがどのように人々に知覚され、存在しているのか、
その法則や特性を抽出／再構築するような作品を制作している。

【主な個展】

2019年 「See the Shades」、HAGIWARA PROJECTS、東京
2020年 「ねじれたネイチャー」、大見新村、京都
2021年 「Ghost of Copy」、The Container、東京
2023年 「雪のうえにのびる道」、札幌文化芸術交流センターSCARTS、北海道　*アレクサンドル・カトーとの共同制作

【主なグループ展】

2021年 「Soft Territory かかわりのあわい」、滋賀県立美術館、滋賀
2021年 「Ende Neu」、KINDL-Zentrum fürzeitgenössische Kunst、ベルリン・ドイツ
2022年 「石と植物」、滋賀県立美術館、滋賀
2024年 「VOCA 展2024 現代美術の展望」、上野の森美術館、東京
2024年 「not a house」、MBL Architectes、パリ

【受賞】

2020年 2019年度平和堂財団芸術奨励賞（美術部門）

松延総司 | Soshi Matsunobe

1982年生まれ

美術批評家・武蔵野美術大学美学美術史研究室准教授
著書 『絵画の力学』（書肆侃侃房、2020 年）。 共著に、国立新美術館（編） 『今、絵画について考える』（水声社、2023 年） など

沢山遼 | Ryo Sawayama
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2.    《 ホーム・インテリア ( 部屋 ) #2 》木材、カーペット、照明器具、サイズ可変 （2024）
7.    《 Frames#16  》木材、油性塗料、LED、320×410×155mm （2024）
8.    《 signage#1 》木材、アクリル板、照明器具、900×1300×300mm （2022）
11.《 Frames#15 》木材、LED、アルミ、27×535×460mm （2024）
12.《Less( ナイフ ) 》ナイフ、129×15×5mm （2017）
14.《 Frames#13 》木材、LED、540×440×30mm （2023）

松井 沙都子

1. 《 Flash Matter ( Gray ) #1 》デジタルデータ・インクジェットプリント 594×420mm (2019)
3.    《 Pattern of Dark #2 (Wall)》インクジェットプリント、木材、紙、2500x1750mm （2024）
4.    《 Pattern of Dark #49 》インクジェットプリント、木材、紙、2500x1750mm （2024）
5.    《 Hollow #1 》デジタルデータ、モニター 280x345x440mm （2024）
6.    《 Hollow #2 》デジタルデータ、モニター、215x215x350mm （2024）
9.    《 Shelf #7 》木材、メラミン樹脂、シルクスクリーンプリント、500x1500x200mm （2022）
10.《 Shelf #6 》木材、メラミン樹脂、シルクスクリーンプリント、1800x900x288mm （2022）
13.《 Shelf #1 》ベニヤ板、1800x900x288mm （2013）

松延 総司

Artist comment - 展示構成と作品について - 

・ROOM1
壁紙を用いた松延作品と、カーペットを用いた松井作品を組み合わせ、壁と床
のある、まるで部屋のような空間を構成した。

・ROOM3
家具の展示のように作品を置く、というコンセプトで構成した。

・倉庫
他の部屋と少し流れを変えて、小さな作品に向き合うことのできる空間とした。

・和室
一見何もないようで、建築に作品が寄り添うような空間となった。

《ホーム・インテリア》
壁、床、光の 3 つの要素から抽象的な「家」が成立するものとし、これらの要
素を組み合わせて展開するインスタレーション作品シリーズ。
本展出展作品は床と光の 2 要素のみだが、松延作品の「壁」を含めると、3 要素
が揃った状態にもなる。

《Signage》
看板をモチーフにした作品。看板であるにもかかわらず、表示される情報が何
もない状態にしている。

《Frames》
絵画の木枠や額の矩形をモチーフとする作品シリーズ。各作品のサイズや展示
方法は、絵画に由来している。

《Less》
既製の日用品を素材に、それらが本来持つ機能を取り去ることで成立する作品。

《Flash Matter》
画面の左右がネガポジ反転し、グリッドの交点が錯視効果によって明滅してい
る図像。

《Pattern of Dark》
何かを掻き消すとき、もしくは塗りつぶすときに使う身体的な描線を用いて再
解釈した「黒色」。描線はリピートパターンとして作られ、ストライプやドッ
トのようにシームレスに塗り広げることが可能になっている。
黒から白の間に無限のグレーの階調が存在するように、少しの筆致の違いから
異なるデザインが無限に作り出されている。
仮設的な壁に壁紙を貼った本作〈Wall〉では、白色の壁を相対化する「地」と
しての壁を作ることを試みた。

《Hollow》
モニターに映っている、立方体に反射しているように見える光。

《Shelves》
「棚」についての考察から生まれた作品。
例えば、物が置かれたとき、その場所が「棚になる」と考えるならば、私たち
は至る所に無意識のうちに棚を作っている。
そうすると逆説的に、お店で売られている棚はまだ「棚」ではない…と言える
のではないだろうか。
物が出し入れされる棚は、不安定であり、棚であったりなかったり…している
のではないだろうか。
この棚は、棚の中にある空間が棚の内容物となり棚と一体化した、いわば「使
い終わった棚（完全な棚）」である。
《Shelf #6》,《Shelf #7》では棚の表面に《Pattern of Dark》の柄をプリントした。






